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研
究
室
便
り
歴
史
民
俗
学
専
攻
で
は
二
〇
一
二
年
度
は
次
の
よ
う
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
1
．
亀
岡
城
下
町
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
四
月
八
日
入
学
し
た
ば
か
り
の
新
入
生
が
い
き
な
り
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
投
入
さ
れ
る
歴
史
民
俗
学
専
攻
恒
例
の
新
入
生
歓
迎
行
事
で
あ
る
。
亀
岡
文
化
資
料
館
の
館
長
か
ら
亀
岡
の
歴
史
と
文
化
に
つ
い
て
の
話
を
伺
っ
た
後
、
二
班
に
わ
か
れ
資
料
館
の
学
芸
員
や
専
攻
の
上
級
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
城
下
町
を
探
索
し
、
資
料
館
で
報
告
会
を
行
っ
た
。
2
．
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ゼ
ミ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
ゼ
ミ
担
当
の
歴
史
民
俗
学
専
攻
の
四
人
の
教
員
が
、
春
学
期
中
に
一
人
一
回
ず
つ
設
定
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
学
生
は
必
ず
一
回
は
参
加
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
気
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
の
で
、
教
員
全
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
す
る
学
生
も
多
い
。
既
に
参
加
し
た
経
験
を
持
つ
上
級
生
も
必
ず
来
る
ほ
ど
、
呪
術
的
な
魅
力
の
あ
る
行
事
で
あ
る
。
四
月
吉
村
先
生
担
当
東
寺
・
羅
城
門
跡
・
大
極
殿
跡
五
月
堀
田
先
生
担
当
金
剛
寺
吉
村
先
生
担
当
葵
祭
り
と
上
賀
茂
社
家
町
研究室便り
(79)218
吉
村
先
生
担
当
嵯
峨
野
・
野
々
宮
神
社
・
清
涼
寺
・
大
覚
寺
六
月
佐
々
木
先
生
担
当
百
鬼
夜
行
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
手
塚
先
生
担
当
鶴
橋
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
七
月
吉
村
先
生
担
当
高
槻
市
城
跡
資
料
館
3
．
保
津
川
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
河
川
環
境
、
筏
流
し
、
舟
下
り
、
鍛
冶
屋
、
山
仕
事
ま
で
含
ん
だ
総
合
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
本
専
攻
は
民
俗
学
の
実
習
調
査
で
全
員
を
投
入
し
て
生
業
系
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
実
施
す
る
日
本
で
も
数
少
な
い
研
究
室
で
あ
る
。
六
月
保
津
川
下
り
。
保
津
川
下
り
の
船
頭
さ
ん
と
の
共
同
企
画
で
実
施
す
る
一
回
生
を
対
象
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
舟
で
保
津
川
を
下
り
な
が
ら
、
要
所
に
上
陸
し
ゴ
ミ
を
拾
う
。
い
か
に
現
代
社
会
が
川
を
大
切
に
し
て
い
な
い
か
を
、
体
感
す
る
瞬
間
で
あ
る
。
そ
の
後
船
頭
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
操
船
さ
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
、
川
を
下
る
。
九
月
保
津
川
筏
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
歴
史
民
俗
学
専
攻
も
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
京
筏
組
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
毎
年
保
津
川
に
筏
を
流
し
て
い
る
。
今
年
度
は
保
津
川
下
り
乗
船
場
向
か
い
の
川
辺
で
実
施
し
た
。
専
攻
で
は
文
化
資
料
館
と
共
催
で
川
原
に
野
外
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
設
営
し
、
筏
の
歴
史
を
展
示
し
た
他
、
子
ど
も
た
ち
を
載
せ
て
筏
を
操
っ
た
り
、
か
き
氷
を
振
舞
っ
た
り
、
大
活
躍
で
あ
っ
た
。
海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
が
学
生
た
ち
の
働
き
ぶ
り
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
日
本
は
大
丈
夫
と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。十
一
月
十
一
月
三
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
亀
岡
市
文
化
資
料
館
で
、

道
具
を
作
る
、
道
具
を
使
う
職
人
の
民
俗
誌
(80) 217
3鍛
冶
屋
さ
ん

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展
示
は
文
化
資
料
館
と
歴
史
民
俗
学
専
攻
鍛
冶
屋
倶
楽
部
の
共
同
調
査
の
成
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
野
鍛
冶
職
人
の
片
井
さ
ん
に
弟
子
入
り
し
て
い
る
専
攻
の
学
生
が
、
片
井
さ
ん
の
所
有
す
る
鍛
冶
道
具
を
百
点
以
上
精
査
す
る
と
共
に
、
亀
岡
市
内
に
点
在
す
る
鍛
冶
屋
跡
を
探
し
出
し
、
亀
岡
に
お
け
る
昭
和
期
の
鍛
冶
屋
の
盛
衰
を
明
ら
か
に
す
る
な
ど
、
学
生
の
地
道
な
調
査
の
成
果
が
博
物
館
の
展
示
に
生
か
さ
れ
た
。
4
．
小
浜
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
今
年
度
は
夏
の
フ
ィ
ー
ル
ド
地
を
福
井
県
小
浜
市
に
設
定
し
た
。
小
浜
市
役
所
に
卒
業
生
の
松
原
君
が
勤
め
て
お
り
、
我
々
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
た
。
夏
休
み
前
に
二
回
生
は
複
数
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
プ
ラ
ン
を
一
回
生
に
提
示
し
、
プ
ラ
ン
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
8
月
の
末
か
ら
調
査
に
入
り
、
九
月
初
旬
の
小
浜
合
宿
で
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
。
京
都
か
ら
^
街
道
を
小
浜
ま
で
歩
く
グ
ル
ー
プ
が
い
た
り
、
山
村
で
思
わ
ぬ
歓
待
を
受
け
た
り
、
楽
し
い
出
会
い
が
あ
っ
た
合
宿
で
あ
る
。
毎
年
夏
の
合
宿
で
急
速
に
成
長
す
る
学
生
が
出
現
す
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。
5
．
亀
岡
祭
秋
学
期
最
大
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
。
十
月
末
に
行
わ
れ
る
亀
岡
祭
に
専
攻
の
学
生
全
員
が
、
準
備
か
ら
後
片
付
け
ま
で
参
加
す
る
。
学
生
は
十
一
あ
る
鉾
町
に
縦
割
り
集
団
で
配
属
さ
れ
、
世
間
の
厳
し
さ
を
知
る
。
二
回
生
が
運
営
を
取
り
仕
切
る
が
、
毎
年
総
大
将
は
大
変
な
重
圧
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
年
は
複
数
の
鉾
町
で
山
鉾
の
車
輪
が
伝
統
的
な
も
の
に
変
更
さ
れ
た
の
で
、

回
し
で
は
緊
張
を
強
い
ら
れ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
、
上
回
生
と
も
な
れ
ば
実
家
に
帰
っ
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
ら
研究室便り
(81)216
し
く
、
何
人
も
の
卒
業
生
が
参
加
し
て
い
た
。
6
．
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
京
都
吉
村
先
生
と
京
都
を
歩
く
歴
史
民
俗
学
専
攻
の
お
宝
的
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
今
年
度
は
次
の
よ
う
な
場
所
を
訪
ね
た
。

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
宇
治
十
帖
古
跡
、
平
等
院


園
祭
鉾
町
一
帯
、
八
坂
神
社

三
十
三
間
堂
、
六
波
羅
蜜
寺
、
六
波
羅
探
題

二
条
城
、
龍
大
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
(絵
解
き
)

疎
水
記
念
館
、
南
禅
寺
、
哲
学
の
道

御
土
居
跡
、
北
野
天
満
宮
7
．
東
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
特
別
招
聘
教
授
の
小
松
和
彦
先
生
を
メ
イ
ン
ゲ
ス
ト
に
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
東
京
ま
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
出
前
す
る
の
で
、
専
攻
あ
げ
て
準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
大
変
で
は
あ
る
が
、
民
俗
学
を
学
ぶ
関
東
の
学
生
と
出
会
う
こ
と
を
楽
し
み
し
て
い
る
専
攻
の
学
生
も
多
い
。
今
年
度
は

妖
怪
文
化
の
研
究
と
教
育

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
十
一
月
十
一
日
に
東
京
の
目
白
に
あ
る
目
白
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ア
ン
ド
ア
ー
ト
カ
レ
ッ
ジ
で
行
っ
た
。
四
回
生
の
小
松
尚
史
君
が
亀
岡
の
伝
承
を
題
材
に

民
間
伝
承
の
妖
怪
・
み
な
づ
き
様

を
、
四
回
生
の
松
尾
展
利
君
が
ゲ
ー
ム
を
題
材
に

仮
想
空
間
の
怪
異
│
夕
闇
通
り
探
検
隊

を
発
(82) 215
表
し
た
ほ
か
、
佐
々
木
先
生
が

妖
怪
文
化
論

担
当
八
年
の
経
験
を
元
に

大
学
に
お
け
る
妖
怪
文
化
研
究

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。
休
憩
後
、
堀
田
穣
先
生
の
司
会
で
、
小
松
和
彦
先
生
を
中
心
に
、
上
記
の
メ
ン
バ
ー
の
他
フ
ロ
ア
か
ら
の
参
加
者
も
交
え
、
妖
怪
と
い
う
存
在
が
こ
の
三
〇
年
間
で
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
熱
の
こ
も
っ
た
討
論
を
行
っ
た
。
8
．
丹
波
学
ト
ー
ク
歴
史
民
俗
学
専
攻
は
生
涯
学
習
か
め
お
か
財
団
主
催
講
座

丹
波
学
ト
ー
ク

に
協
働
し
、
地
域
・
文
化
と
妖
怪
に
つ
い
て
考
え
る
市
民
向
け
講
座
を
二
年
間
に
わ
た
り
開
催
し
て
き
た
。
テ
ー
マ
は

彼
ら
は
な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
た
の
か
逢
妖
怪
た
ち
を
通
し
て
見
え
る
、
亀
岡
と
は
、
京
都
丹
波
と
は

で
あ
る
。
実
施
し
た
講
座
の
概
要
を
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。
二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日
(土
)

妖
怪
文
化
入
門

佐
々
木
高
弘
教
授
二
〇
一
一
年
十
月
二
日
(日
)

水
木
し
げ
る
と
妖
怪
文
化

小
松
和
彦
京
都
学
園
大
学
特
別
招
聘
客
員
教
授
、
京
極
夏
彦
(小
説
家
)
二
〇
一
一
年
十
一
月
二
十
日
(日
)

マ
ン
ガ
に
描
か
れ
た
妖
怪
た
ち

飯
倉
義
之
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
機
関
研
究
員
二
〇
一
二
年
三
月
十
一
日
(日
)

か
め
お
か
妖
怪
の
履
歴
書

小
松
尚
史
(
3
回
生
)
、
新
井
茉
莉
安
(
卒
業
生
)
、
遠
藤
勝
仁
(卒
業
生
)
、
西
村
明
弘
(卒
業
生
)
、
佐
々
木
高
弘
教
授
二
〇
一
二
年
六
月
十
六
日
(土
)

怪
談
＆
ト
ー
ク

怪
談
社
・
紗
那
、
紙
舞
、
松
尾
(
4
回
生
)
、
森
本
(
4
回
生
)
、
田
中
丸
(
3
回
生
)
、
藤
間
(
3
回
生
)
、
堀
田
穣
教
授
研究室便り
(83)214
二
〇
一
二
年
一
二
月
八
日
(土
)

応
挙
の
幽
霊

笑
福
亭
松
五
(落
語
家
)
、
堀
田
穣
教
授
二
〇
一
三
年
二
月
一
七
日
(日
)

な
ぜ
妖
怪
か
逢

小
松
和
彦
京
都
学
園
大
学
特
別
招
聘
客
員
教
授
・
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
飯
倉
義
之
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
機
関
研
究
員
、
佐
々
木
高
弘
教
授
、
堀
田
穣
教
授
9
．
ス
ピ
ン
オ
フ
専
攻
の
行
事
で
は
な
い
が
、
専
攻
の
卒
業
生
(古
田
君
、
高
橋
君
、
梅
本
君
)
が
、
伝
統
産
業
の
職
人
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
展
示

京
都
伝
統
工
芸
×
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
十
二
月
九
日
ま
で
、
亀
岡
市
文
化
資
料
館
で
行
っ
た
。
セ
ン
ス
あ
る
展
示
で
し
た
。
(84) 213
